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保育内容「環境」における授業のあり方についての一考察
­―学生はどのようにして「授業内の基礎的な学びからの 

活用的な学び」を修得していくか―
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 How University Students Acquire the Skills to Apply  

Basic Knowledge During Class
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要旨 具体的な資料に基づいて子どもの学びを探り，解明することに力を注ぐことを授業内での基礎的
な学びとした．次に，子どもの学びを解明する作業を通して，実践的示唆を導出することを授業内での
活用的な学びとした．本研究では，学生が授業内の基礎的な学びを実現し，活用的な学びに至る様子を
検討し， 保育内容Ｃ（環境）の授業のあり方を探った．そのために，ロールプレイング形式を取り入れ
た活動とその様子の解釈を発言し聞き合う活動の有効性に着目した授業を構想・実施した．
　その結果，「観察結果とその考察を学生自らが気づき発言する」活動が生まれることにより， 現場の
保育士・幼稚園教諭が行っているような，実践現場の様子に即して実践現場の様子を解明する作業に近
づくことが可能となる．そして，そこから，子どもの育ちを願って実践的示唆を導出することが可能と
なることが分かった．

キーワード：実践現場の様子の解明　実践的示唆の導出　ロールプレイング形式　発言と聞き合い

１．はじめに
無藤・塩崎 1）は，保育の研究動向について「実

践現場の様子の解明」からの「実践的示唆の導出」，
「理論的な分析」，「時事的な話題から派生する問
題の解説と対応策の提案」という「相互に関連す
る軸で整理出来る」とした．そして，「理論や分
析の抽象論に終わらせずに具体的な資料に基づか
せる」ことを示唆した．

本学教育学部心理教育課程の児童心理教育コー
スと幼児心理教育コースの学生は， 「保育内容Ｃ」
において「健康」の領域と「環境」の領域を学ぶ．
その授業編成は，次表の通りである．　

＊  おばた　はじめ　文教大学教育学部心理教育課程

表１　「保育内容Ｃ」の授業編成

児童心理教育
コース学生

幼児心理教育
コース学生

第 1 回 オリエンテーション

第２～８回
「環境」の領域

【小幡担当】
「健康」の領域

【高井担当】

第９～ 15 回
「健康」の領域

【高井担当】
「環境」の領域

【小幡担当】

そこで，筆者は，上記の授業において，保育士・
幼稚園教諭をめざす学生が，まず，具体的な資料
に基づいて子どもの学びを探り，子どもの学びを
解明することに力を注ぐことをめざした．そして，
それを授業内での基礎的な学びとした．

次に，子どもの学びを解明する作業を通して，
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実践的示唆を導出することができるようになるこ
とをめざした． そして，それを授業内での活用
的な学びとした．

では，学生は，どのようにして授業内での基礎
的な学びを実現し， 授業内での活用的な学びに至
るのだろうか．

そこで，本研究では，学生は，どのようにして
授業内での基礎的な学びを実現し， 授業内での活
用的な学びに至るのかを検討する．そして， 授業
内での基礎的な学びを実現し， 授業内での活用的
な学びに至ることを可能とする「保育内容『環境』
における授業のあり方」を探ることにする．
 
２．感覚を多面的に刺激する演習を取り入
れた授業と保育環境構成能力の形成を
めざした教授法

（1） 	感覚を多面的に刺激する演習を取り入れた
授業

菊池 2）は，デューイ（J．Dewey）の言説をも
とに，環境を「子どもを取り巻く周囲の事物だけ
でなく，応答性をもった関係で成り立つ，“対象”
との時・空間である」ととらえた．そして，学生が，
環境を通して学ぶ保育のあり方を考えることがで
きるには， 子どもと環境が応答性をもった関係で
成り立っていることに気付くことが大切であると
した．

そのため，「学生の感性が刺激されるような理
論と実践」が必要であると考え， 「感覚を多面的
に刺激する演習」を取り入れた．そして，「理論
と実践力の両方を結実させる授業」を行った．

例えば，学生（一年）が砂・水・泥とかかわり「感
じる感覚と，それは幼児のどのような育ちを促し
ていくかを自分の感覚をもとに考え」させたり，
紙とかかわり「自分自身のどの感覚が刺激されて
いるかを感じ」たりさせた．また，学生（二年）
が桜の木や花に触れ「刺激された感覚」を手がか
りにして子どもの遊びを予想し，「必要な環境の
構成，援助」を考えさせた．さらに，シャボン玉
遊びを通して「固形石鹸からシャボン液を作る作

業，使う道具に対するかかわりなど，総合的な環
境構成を考え」させたり，環境マップを作成させ
たりした．

（2） 保育環境構成能力の形成をめざした教授法
奥村・塩塚 3）は，「自然に触れる演習を取り入れ，

五感を働かせて自然を感じることで感性を磨」く
ことや「発見や感動を保育に取り入れ，子どもに
とって魅力ある環境づくりができる力をつける」
ことに重点を置き，「保育環境の構成能力の形成
を目指した教授法」を検討した．

授業のねらいは，「①子どもの環境とかかわる
力を育てる保育者としての資質を養うこと，②領
域『環境』が自然，物，社会という環境と子ども
がかかわることをねらいとしていることを理解
し，演習を通して学生自身がそれらに興味，関心
をもち，保育の環境作りに必要な知識をもつこと」
である．

例えば，第５・６・８・９・12・13 回の授業
において「自然とのかかわり」を扱い，第 12・13
回で「フィールドビンゴ」とマップ作成を行った．
そして，「自然環境に対して意識的に関わり，（略）
自然を感じ，発見し，その体験を通して実際の保
育を考える機会に」つなげようとした．

結果，「実際に自然に触れ，子どもの目線に立っ
て体験的に学ぶことは自らの感性にも訴えてくる
ものが多数あり，保育における自然環境の必要性
を学ぶ上で効果があること，（略）その体験で得
た知識や感情を子どもと共有したいという気持ち
が湧いてくること」を明らかにした．

また，「演習授業の内容のさらなる充実を図り，
授業内での体験や学びを保育者としていかに保育
環境に反映させていくのか」が課題であるとした．

３．話し合いやロールプレイングによって
学ぶ教授法

（1） 話し合いによって学ぶ教授法
早川 4）は，「幼児の行為を観察することができ

る力の育成」が重要であるとした．そして，子ど
もの行為について，「学生自らが互いの話し合い
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によって学び気づく」教授法を検討した．
例えば，学生が紙ヒコーキを作成し，その観察・

実験を通して話し合う．そして，「『興味を持つ』，
『関心を持つ』，『気付く』，『親しみを持つ』とい
う行為の後に，『考える』，『試す』，『工夫する』，『遊
ぶ』，『大切にする』，『取り入れようとする』，『喜
んで参加する』このような順序が行為を能動的に
引き出す関わりの中にあるのではないか」という
考えを導出したという事例を報告した．

結果，早川は，「観察結果とその考察を学生自
らが気づき発言することにより，『行為への気づ
き』が導き出され，行為への観察力を育てる」こ
とができるとした．

（2）	 ロールプレイングとディスカッションに
よって学ぶ教授法

小倉 5）は，保育内容「表現」「言葉」の授業にお
いて「『子どもに分かりやすい表現』をねらいと
し」，ロールプレイング形式で行う「本の読み聞
かせ，ペープサート・パネルシアター，リトミッ
クの演習」とディスカッションを取り入れた．そ
して，学生からのコメントとビデオをもとに検証
を行い，「子どもの豊かな感性や創造性を育む必
要性を受講生が理解し」たことを明らかにした．

４．授業内での基礎的な学びと授業内での
活用的な学びを実現する授業の構想

授業内での基礎的な学びを実現し， そこから授
業内での活用的な学びに至る授業のあり方とし
て，木下竹次６）の自律的学習法を基盤にした授業
を構想した．それは，「木下が，『自律的学習法』
を実施すると，精神の健全と作業（学習）力の発
展が図られ，その心得をもって作業すればよく生
を遂げることができる」と説くからである．

学生は，まず，「一人で『予備（学習の準備）・
修得・応用』と作用する三段階を踏む」独自学習
を歩む．次に，独自学習から得た中心問題をもと
に団体でディスカッションを行う相互学習を歩
む．そして，さらに進んだ独自学習を歩む． 

具体的には，まず，以下のような独自学習を歩

む．第一に，子どもが環境にかかわる具体的な資
料（エピソード）を探す．そして，グループ（３
名構成）でエピソードに基づくロールプレイング
の準備（計画・練習）に取り組む．

第二に，ロールプレイングの練習をする．そし
て，練習する中で気になり始めた子どもの様子に
ついての問題意識を明確にし，ロールプレイング
後に提起する準備を行う．

次に，以下のような相互学習を歩む．第三に，
保育内容Ｃにおいてロールプレイングを実施し， 
気になり始めた子どもの様子を問題提起する．そ
して，それぞれの解釈を発言し聞き合う活動を通
して，子どもの行為を観察する感性や力を磨く．

さらに，以下のような独自学習を歩む．第四に，
聞き合った解釈を手がかりにして，自力でロール
プレイングの場面（実践現場）の様子を解明し，
そこから実践的示唆を導出する作業に取り組む．
そして，ワークシート（環境構成・予想される幼
児の活動・保育者のかかわり）に整理し，授業内
での基礎的な学びとする．

第五に， 授業内での基礎的な学びを，自分なり
に俯瞰・省察して文章化し，授業内での活用的な
学びとする．

上記のような独自学習・相互学習・独自学習を
つみかさね， 具体的な資料（実践現場での子ども
の様子）を通して子どもの学びを探り，子どもの
学びを解明することができるようにする，そして，
子どもの学びを解明することによって，自らの実
践的示唆を導出することができるようにする．

５．「環境」の領域の授業の概要
保育内容Ｃのねらいは，乳幼児理解，保育及び

教育課程の理解に基づき，「①当該領域のねらい
と内容を理解すること，②乳幼児の心身の発達の
特徴を理解すること，③幼児教育の基本である『遊
び』を通じた全人的成長を理解すること，④乳幼
児の発達的特徴を踏まえた遊びと学びの指導，生
活習慣の指導を理解すること，⑤教育課程・保育
課程を踏まえた指導計画を立案し，実践するとと
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もに省察すること，を身につけること」である．
そして，「他者の発表を通じて自己の学びとし，

また自己の発表を通じて得た省察を踏まえ，以後
の保育者への成長の糧とする」協同的な学びの修
得を求める．　
「環境」の領域は，以下のような授業を実施した．

表２　「環境」の領域の授業
第１回 オリエンテーション

環境にかかわる子どもの具体的な資料に基づいた
エピソードを探すこと , それを用いたロールプレイ
ングを準備・実施すること , 気になり始めた子ども
の様子についての問題提起をし , それぞれの解釈を
発言し , 聞き合う活動を行うことを示す

第２回 児童心理教育コース学生がローププレイングの相
談・準備を行う

第３～
８回

児童心理教育コース学生によるローププレイング
と話し合いを行う

第９回 幼児心理教育コース学生がローププレイングの相
談・準備を行う

第 10 ～
15 回

幼児心理教育コース学生によるローププレイング
と話し合いを行う

６．幼児心理教育コースの学生の学び�
（第 10回）

（1）子どもの様子の読み取りに対する事前調査
本研究では， 保育士・幼稚園教諭をめざす幼児

心理教育コース学生（第 9〜15 回）が取り組んだ
授業の様子を取り上げ，学生の学びを検討する．

そこで，学生が，環境とかかわる子どもの様子
を写した写真（向かい合って人差し指と手のひら
を使って思いを伝え合う２人の子ども）を見て，
どのように子どもの様子を読み取るかを記述式で
調査した（第９回）．
学生①「見てー．今日畑でみたさつまいもの芽，

こんな感じだったよねー」
	 「本当だ！これからもっと大きくなるか

な？ あ，じゃあ私太陽になる．キラキ
ラー」「ニョキニョキ」

学生②≪遊具の上で虫をみつけた≫
	 「あれ！何かいる！」「見せて見せてー」
	 「これ〇〇って言うんだよ」「すごい！

もっと探そう」
   ≪遊具でどちらが先に遊ぶか決めている≫
	 「ぼくが先に遊ぶの」「じゃあジャンケン

で決めよう」「いいよ」「ジャンケンポー
ン！」

   ≪影で遊んでいる≫
	 「あ！みて！かたつむりみたい！」「ほん

どだ！！おもしろいねえ！」「他になに
ができるかなー？」影で遊び続ける

学生②≪左：年上，右：年下≫
	 「見て！おとうさん指におとうさんの絵

を描いたんだ！！」「本当だ！すごい！！
わたし（ぼく）にも描いてー！」

   ≪遊具を登り終えて≫
	 「登ったら手に砂が付いちゃった（笑）」

「みせてみせて！砂が付いてるー（笑）」
   ≪指を見せて≫
	 「わたしの手ね．魔法の手だから指が４

本なの」「魔法使えるの！？やってみ
てー！！」

学生①のように，生き物に触ろうとしている，
指で表現しようとしている，手で形を作り演じて
いる，と読み取った学生が７名（45 名中）いた．

学生②のように，ジャンケンや指を何かに見立
てて遊んでいると，読み取った学生が 32 名（45
名中）いた．手を振って合図している，ハイタッ
チをしていると，読み取った学生が６名（45 名中）
いた．指で影をして遊んでいる，登り棒を握った
と，読み取った学生が５名（45 名中）いた．

結果，学生は，環境とかかわる中で想像を楽し
む子どもの姿，遊具をめぐる人間関係やコミュニ
ケーション，遊ぶ中での気付き等に着眼すること
が分かった．

また，子どもの様子に対する自分なりの解釈を
考えたり，実践現場の様子を解明したり，実践的
示唆を導出したりする学生は，ほぼいないという
ことも分かった．

以上のことから，保育士・幼稚園教諭をめざす
学生が，子どもの様子に対する自分なりの解釈を
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（５歳春）」と餌を無理に食べさせようとする子ど
もの様子の問題提起した．

それぞれの解釈を発言し聞き合った後，学生Ａ
は，環境構成（ウサギ小屋や水道の場所等の園庭
図），場面のねらい「友達（ウサギ）に自分の気持
ちを言葉で伝えようとするようにする．生き物に
親しむ」，経験をつませたい内容「餌やりを通し
て言葉の通じない動物の気持ちを考える」を設定
した．

次に，主活動「動物に餌をあげようとする」を
設定した．そして，その場面における子どもの様
子について，「餌を食べないウサギを見て，餌を
ウサギの口の近くに持っていく工夫をしたり，『餌
だよ』と声をかけたりする」，「工夫がうまくいか
ず，悲しい気もちになったり怒ったりする」と解
明し，記入した．また，その後の主活動として，「教
師と話をしてウサギの気持ちについて考える」こ
とを構想した．

さらに，保育者のかかわりとして，「子どもが
餌をあげようと工夫する姿を観察する」を設定し
た，そして，具体的に，「子どもの餌を食べさせ
ようとした子どもの気持ちと共感し，くみ取りつ
つ，ウサギがどういう気持ちだったかを考えられ
るよう，相手の立場に立って『自分が同じように
されたらどんな気持ち？』と声をかける」という
実践的示唆を導出した．

資料１　�①班のロールプレイングをもとにした学生Ａの
ワークシート

②班は，ロールプレイング「公園へ行った思い
出のちぎり絵制作（５歳６月）」と途中でやめる子

考えたり，実践現場の様子を解明したり，実践的
示唆を導出したりすることを身に付ける経験をつ
む意義を確認することができる．

（2）第 10 回（１回目）の授業の概要
第 10 回は，最初に，①班がロールプレイング 

「ウサギの飼育（５歳春）」を行った．そして，問
題提起「無理に餌を食べさせようとする子どもの
様子」を受け，それぞれの解釈を発言し聞き合っ
た（15 分）．聞き合った解釈を手がかりにして，
自力でロールプレイングの場面（実践現場）の様
子を解明し，そこから実践的示唆を導出する作業
に取り組んだ．その後，ワークシート（環境構成・
幼児の活動・保育者のかかわり）に整理し，授業
内での基礎的な学びとした（10 分）．

次に，②班がロールプレイング「公園の思い出
のちぎり絵制作（５歳６月）」を行った． そして，
問題提起「途中で投げ出す子どもの様子」を受け，
それぞれの解釈を発言し聞き合った（15 分）．聞
き合った解釈を手がかりにして，自力でロールプ
レイングの場面（実践現場）の様子を解明し，そ
こから実践的示唆を導出する作業に取り組んだ．
その後，ワークシート（環境構成・幼児の活動・
保育者のかかわり）に整理し，授業内での基礎的
な学びとした（10 分）．

さらに，③班がロールプレイング「外遊びをす
る前に着替える （４歳６月）」を行った． そして，
問題提起「着替えが進まない子どもの様子」を受
け，それぞれの解釈を発言し聞き合った（15 分）．
聞き合った解釈を手がかりにして，自力でロール
プレイングの場面（実践現場）の様子を解明し，
そこから実践的示唆を導出する作業に取り組ん
だ．その後，ワークシート（環境構成・幼児の活動・
保育者のかかわり）に整理し，授業内での基礎的
な学びとした（10 分）．

最後に，３つの授業内での基礎的な学びを，自
分なりに俯瞰・省察して文章化し，授業内での活
用的な学びとした（15 分）．

（3）第 10 回（１回目）の学生Ａの学び
①班は，ロールプレイング「ウサギの飼育当番
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どもの様子を問題提起した．
それぞれの解釈を発言し聞き合った後，学生Ａ

は，環境構成（公園が思い出せるような写真や葉っ
ぱを置く，画用紙や広告，のり，濡れ雑巾等の配
置図），場面のねらい「公園の思い出を思い出し，
制作を通じて，ちぎる，のりに触れる，貼るを楽
しめるようにする」，経験をつませたい内容「折
り紙，広告をちぎって，思い出をちぎり絵で表現
する」を設定した．

次に，主活動「制作が終わった子から保育者に
提出する」を設定した， そして，その場面におけ
る子どもの様子について，「保育者の『もうちょっ
とやろう』という声かけにこたえ，もう一度取り
組む」，「終わった子は他の友達の作品を見たり声
をかけたりする」，「終わった子が終わっていない
子の手助けをしようとする」，「自分ののりをしま
い，手を洗う」と解明し，記入した．

さらに，保育者の具体的なかかわりとして，「提
出しに来た子の努力を認める声かけをする」，「終
わっていない子に声をかけて手伝おうとする子に

『手伝おうとしてくれてありがとう，でも〇〇ちゃ
んは今頑張っているから，手伝うのではなく，応
援してあげようね』と声をかける」という実践的
示唆を導出した．

資料２　�②班のロールプレイングをもとにした学生Ａの
ワークシート

③班は，ロールプレイング「外遊びをする前に
着替える（４歳６月）」と着替えが進まない子ども

の様子を問題提起した．
それぞれの解釈を発言し聞き合った後，学生Ａ

は，環境構成（ロッカーの前で着替える図），場
面のねらい「皆で着替えることで集団行動に慣れ
ようにする，プールが始まることを見通し，一人
で着脱ができるようにする」，経験をつませたい
内容「外で遊ぶ前に自分で着替えをする」を設定
した．

次に，主活動「保育者の話を聞いて着替えをし
ようとする」を設定した， そして，その場面にお
ける子どもの様子について「なかなか着替えが進
まない子もいる」，「外で遊ぶことを楽しみにしな
がら着替えを素早くする」と解明し，記入した．

さらに，保育者の具体的なかかわりとして，「頑
張って着替えている子に『〇〇くん，着替え早く
てかっこいいな！！』と声をかけ，努力を認める
とともにまわりの子も頑張ろうと思える声かけを
する」，「着替えが進まない子には『ここまでよく
頑張ったね！』」と声をかけ，『じゃあ，次はどう
すればいいかな？』と一緒に考えるように声をか
ける」という実践的示唆を導出した．

資料３　�③班のロールプレイングをもとにした学生Ａの
ワークシート

（4）第 10 回（１回目）の学生Ａの学びの検討
では，学生Ａは，３つの授業内での基礎的な学

びを，自分なりに俯瞰・省察して文章化すること
を通して，どのような授業内での活用的な学びに
至ったのだろうか．
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学生Ａは，「『環境』のねらいを含めた『ねらい
と内容』を考えるのは難しく，最初の２つの班の
ロールプレイングでは『環境』ねらいを含めた『ね
らいと内容』を考えることができました．最後の
班は『環境』を意識して『ねらいと内容』を考える
ことができませんでした．『泥だんごをやるから
着替えよう」と声をかけるのも良いけれど，泥遊
びの嫌いな子への声かけは他を考えなければいけ
ないので，さまざまな子のことを考えて『環境』
のねらいを含めた『ねらいと内容』を考えられる
と良いと思いました」，「今回のロールプレイング
を見て，ロールプレイングは，ある場面の１シー
ンなので，さまざまな子どもの性格やその時の状
況，環境を考えて，いろいろな面を意識して書い
ていくことが大切だと思いました」と俯瞰・省察
した．

資料４　学生Ａの学び

学生Ａが「『環境』を意識して『ねらいと内容』
を考えることができなかった」と俯瞰・省察した
ことは，子どもが環境とかかわることを通して，
どのようなことを学んでいるかを探ることができ
なかったということである．

では，なぜ子どもが環境とかかわることを通し
て，どのようなことを学んでいるかを探ることが
できなかったのか．

それは，環境にかかわる具体的な資料（エピソー
ド）を探す際の学生の意識が，実習生として対応
に困るような問題場面（無理に餌を食べさせよう
とする子ども，途中で投げ出す子ども，着替えが
進まない子ども等）とその対応に眼が向いていた

からである．そのため， 実習生として対応に困る
ような問題提起に，聴衆者としての学生も共感し
たのである．

そこで，このことは，学生の，実践現場におけ
る子どもの動きや気付き等を観察することに対す
る学びや知見が弱いことに帰着すると考えた．

７．授業改善を図る 
第 10 回（1 回目）の授業結果を受け， 授業改善

を図ることにした．幼児心理教育コースの学生は，
すでに保育所実習を経験ずみ，もしくは現在実習
中である．

そこで，第 11 回（2 回目）以降の授業では， 環
境にかかわる具体的な資料（エピソード）を探す
際の学生の意識が，実習生として対応に困るよう
な問題場面から子どもが環境とかかわることを通
して学んでいることを探ることに向くような間接
的指導を考えた．それは，前述した木下の『自律
的学習法』を拠り所としたからである．つまり，
間接的指導を通して，学生が語ることによって自
力で子どもが環境とかかわることを通して学んで
いることを探る意義を学ぶことができると考えた
からである．

そのため，ロールプレイングを通した問題提起
について解釈を発言し聞き合った後，学生が見落
としていること，つまり環境とかかわる子どもの
学びを，筆者が拾い出して話題として据えること
にした．

また，それに関連して，実習を終えた学生から
実践現場で見かけた同様の場面での子どもの動き
や気付き等の情報を披露させることに重点を置く
ことにした．

８．その後の幼児心理教育コースの学生の
学び（第 13回）

（1）	 ⑩班ロールプレイングをもとにした学生Ｂ
の学び

間接的指導による授業改善の結果，第 13 回（４
回目）⑩⑫班は，実習中に見かけたエピソードを
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使ったロールプレイングを行った．（⑪班は実習
生として困る場面を取り上げたロールプレイン
グ）⑩班は，実習中に見かけたエピソードを使っ
たロールプレイング「ザリガニの飼育（５歳６月）」
とザリガニの世話を通してつぶやき合う子どもの
様子を問題提起した．

それぞれの解釈を発言し聞き合う際， ⑩班から
実習中に見かけたエピソードの補説を行ったこと
により，聴衆者である学生が実習中に見かけた同
様の場面の様子を付け加えた．

つまり，学生自らが，実践現場における子ども
の動きや気付き等を観察したことを持ち込んだの
である．このような行動が身に付くことによって， 
早川が指摘した「観察結果とその考察を学生自ら
が気づき発言することにより，『行為への気づき』
が導き出され，行為への観察力」が育つことにつ
ながると考える．
資料５　�⑩班のロールプレイングをもとにした学生Ｂの

ワークシート

それを受けた，学生Ｂは，環境構成（ザリガニ
や生き物に関する絵本を配置した図），場面のね
らい「生き物に触れ合い，関心を向ける」，経験
をつませたい内容「飼育の仕方を工夫しながら生
命の大切さを知る」を設定した．

そして，その場面における子どもの様子につい
て，「ＡくんとＢくんがザリガニを観察している」，

「ザリガニの足が切れているのに気付き，どうし
てなのか，疑問をもつ」，「ザリガニのことを考え，
子どもたちで解決する方法を考える」，「病院をつ

くる」と，問題発見・解決の過程の育ちにつながる，
具体的かつ創造的な思考を解明し，記入した．

保育者の具体的なかかわりとして，「Ａくんと
Ｂくんが観察しているのに対して，より生き物へ
の興味・関心が広がるような声かけをする」，「『今，
何しているのかな？』」，「子どもたちの気付きに
対して，一緒に考えて『どうすればいいかな？』『み
んながけがをしたとき，どうする？』など解決方
法を見つけられるようにする」と，問題発見・解
決の力が育つことを願って，具体的かつ創造的な
思考を育てる実践的示唆を導出した．

（2）	 ⑩班ロールプレイングをもとにした学生Ｃ
の学び

資料６　⑩班のロールプレイングをもとにした学生Ｃの
ワークシート】

学生Ｃは，同場面のねらい「生き物の世話の仕
方を学ぶ」，経験をつませたい内容「生き物に関
心を向ける」を設定した．

そして，その場面における子どもの様子につい
て，「ザリガニを見に来る子がいる」，「餌をあげ
たがる子がいる」，「図鑑で知った知識を保護者や
友だちに話す姿が見られる『ザリガニは暗い所が
すきってかいてあったよ』」，「様子を見ていてケ
ガをしているザリガニがいるのをみつける子がい
る」，「先生，なんか歩き方が変なのがいる」と，
多様な視点から見つめる子どもの様子や既有の知
識を友だちに披露する子どもの様子を解明し，記
入した．

保育者の具体的なかかわりとして，「餌を皆で
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少しずつ与えられるよう配りながら観察する」，
「『そうなんだね，どうしたら暗い所できると思
う？作ってあげられる？』と子どもの意見を聞き
ながら生き物のすごしやすい環境を作る経験がで
きるよう手助けをする」，「『よくみつけたね，ど
うして変な歩き方してるんだろうね？』と理由や
対処を考えれるような声かけをする」と，経験を
つませたい内容や理由や根拠をもって話すことが
できる力が育つことを願って，具体的かつ多様な
面から言葉かけを工夫する実践的示唆を導出し
た．

（3） 	�⑫班ロールプレイングをもとにした学生Ｂ
の学び

資料７　�⑫班のロールプレイングをもとにした学生Ｂの
ワークシート

⑫班は，実習中に見かけたエピソードを使った
ロールプレイング「虫眼鏡で観察する（４歳春）」
と虫眼鏡で太陽を見てはいけないことへ疑問をも
つ子どもの様子を問題提起した．

それぞれの解釈を発言し聞き合う際，⑫班から
実習中に見かけたエピソードの補説を行ったこと
により，他の班の学生が実習中に見かけた同様の
場面の様子を付け加えた．

それを受けた，学生Ｂは，環境構成（生き物の
本コーナー，サナギの入った虫かご，虫眼鏡の配
置図），場面のねらい「虫眼鏡を使って拡大して
いろいろな物を見ることの楽しさを味わう」，経
験をつませたい内容「虫眼鏡の正しい使い方を知
り安全に使う，自然や生き物に興味・関心をもつ」
を設定した．

そして，その場面における子どもの様子につい
て，「虫コーナーがあることに気づき，虫眼鏡を
手に取り，サナギを観察して思い思いに話してい
る」，「虫眼鏡の注意点を先生から聞き，電気は見
てもよいのか疑問が出てくる」，「虫眼鏡を使って
拡大して見ることの楽しさからいろいろな物を観
察する」と，問題発見・解決の過程の育ちにつな
がる，具体的かつ創造的な思考を解明し，記入し
た．

保育者の具体的なかかわりとして，「あらかじ
め設定した虫コーナーに子ども達が気づき，観察
するのに対し，自然や生き物に興味・関心を含ま
せるよう声がけをする」，「虫眼鏡を安全に使える
ように皆で使い方を確認し，約束を決める」，「子
ども達の疑問や気づきに対してはしっかりと対応
し，一緒に考えることを大切にする」と，問題発見・
解決の力が育つことを願って，具体的かつ創造的
な思考を育てる実践的示唆を導出した．

（4）第13回（4 回目）の学生ＢやＣの学びの検討
では，学生ＢやＣは，授業内での基礎的な学び

を，自分なりに俯瞰・省察して文章化することを
通して，どのような授業内での活用的な学びに
至ったのだろうか．
資料８　学生Ｂの学び

学生Ｂは，「今日は自然や生き物への触れ合い
の機会や興味・関心をもてるように保育者として
設定することが大切だと思った」，「子どもがもっ
た疑問に対して，一緒に考え反応を返してあげる
ことで，子どもの学びや興味が広がるのだと思っ
た．また，一緒に経験や体験をすることで疑問の
答えを知っていくことができる環境はとても良い
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なと思った．道具１つ取り入れただけで，たくさ
んの学びや興味・関心を広げることができるので，
同じ環境でも全然違う環境にすることができて良
いなと思った」と，俯瞰・省察した．
資料９　学生Ｃの学び

学生Ｃは，「子どもの予想される自然との関わ
りとその時の保育者の関わりは，今まで想定内の
ものが多かったけど，電気はだめなの？のような
想定外の質問も，現場では当然出てくると思うの
で，そういう時にどうしたら子どもと一緒に分か
りやすく学んでいけるか考えて保育を行っていき
たいと思いました」と，俯瞰・省察した．

他に，学生Ｄは，「環境に対して幼児がどのよ
うなことを見つけ，何を思うのか知るために子ど
もの声だけでなく，同じ目線で物を見ることが大
切だと思いました．また，ねらいから外れた子ど
もの気づきも拾って話題にすることも学びにつな
がったり，先生の新しい発見につながったりする
のではないかと感じました」，「ロールプレイング
の題材よりも，その中の子どもの動きや気づきを
予め考え，準備をしたり，子どもたちの発想や遊
びを広げていける環境構成や声かけが考えられる
ようになればいいと思いました」と，俯瞰・省察
した．

学生Ｅは，「今までねらいと内容に対して１つ
の年齢でしか考えていなかったけれど，３歳では
どうか，５歳ではどのように遊びを展開していこ
うかと年齢にそった遊びの仕方を考え，より発達
を意識したものにする」，「ロールプレイングを見
て不思議に思ったり発見したことは書いておい
て，実習時に問いかけられるようにしたい」と，
俯瞰・省察した．

学生Ｆは，「今日は，その後の活動にどのよう
な影響があるか考えてみました．特に，最後の虫
眼鏡を使った場面では，その後の活動でも虫眼鏡
を使いたがる姿が容易に想像できました．他にど
んな姿が思いつくか，他の人の考えが気になりま
した．

授業で何回か書いていくうちに『環境構成』等
を書くことに慣れてきました．何度も書くことの
大切さを感じました」と，俯瞰・省察した．

⑩⑫班が，実習中に見かけたエピソードを使っ
たロールプレイングとそこから抽出した子どもの
様子に対する問題提起を行ったことにより，同様
の場面を見かけた学生自らが，「観察結果とその
考察を学生自らが気づき発言する」活動が生まれ
た．

そして，現場の保育士・幼稚園教諭が行ってい
るような，実践現場の様子に即して実践現場の様
子を解明する作業に近づくことが可能となった．

結果，問題発見・解決の過程の育ちにつながる，
具体的かつ創造的な思考を解明し，問題発見・解
決の力が育つことを願って，具体的かつ創造的な
思考を育てる実践的示唆を導出することができ
た．

また，多様な視点から見つめる子どもの様子や
既有の知識を友だちに披露する子どもの様子を解
明し，経験をつませたい内容や理由や根拠をもっ
て話すことができる力が育つことを願って，具体
的かつ多様な面から言葉かけを工夫する実践的示
唆を導出することができた．

つまり，授業において，「観察結果とその考察
を学生自らが気づき発言する」活動が生まれるこ
とにより， 現場の保育士・幼稚園教諭が行ってい
るような，実践現場の様子に即して実践現場の様
子を解明する作業に近づくことが可能となる．そ
して，そこから，子どもの育ちを願って実践的示
唆を導出することが可能となると分かった．

結果，そのような授業内での基礎的な学びを実
現し，授業内での活用的な学びに至ることにより，
保育士・幼稚園教諭をめざす学生が，次の３点の
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ようなことを学んでいくことが分かった．
第一点，自然や生き物への触れ合いの機会を保

育者が設定することの意味，疑問を一緒に考え反
応を返す関わりが幼児の学びや興味を広げるとい
う意義と環境としての保育者の役割，学びや興味・
関心の広がりが生まれる環境構成の工夫．

第二点，実践現場の様子の解明にいっそう目が
向くようになり，想定外の出来事を一緒に考えて
保育を行うといった保育観，環境とかかわる幼児
と同じ目線で物を見るといった指導観，ねらいか
ら外れた子どもの気づきも話題にすることから生
まれる学びや保育者の新しい発見といった指導
観，幼児の動きや気づきを予め考えて準備をし，
幼児の発想や遊びを広げていける環境構成や声か
けを考えるといった方法観．

第三点，年齢にそった遊びの仕方や発達を意識
した保育のあり方，そのための保育者としての技
術の高め方，その後の活動への影響を視野に入れ
て他の保育者との協働的な作業や自身で書くこと
を通して，自身の保育者としての力量形成を図る
道筋．

9． まとめと今後の課題 
学生は，環境とかかわる子どものエピソードを

収集する際， 実践現場における子どもの動きや気
付き等を観察することに対する学びや知見が弱い
ため，実習生として対応に困るような行動をとる
子どもの様子に眼が向きがちとなる．そして， 問
題行動をとる子どもの内面やその対応に困らない
指導のありようを身に付けることを授業内での学
びとして求める． 

そこで，「保育内容『環境』における授業」にお
いて，以下のような取り組みを行うことにより，
具体的な資料に基づいて子どもの学びを探り，子
どもの学びを解明することに力を注ぐことをめざ
した，授業内での基礎的な学びが実現する．そし
て，子どもの学びを解明する作業を通して，実践
的示唆を導出することができるようになることを
めざした，授業内での活用的な学びに至る授業が

可能となる．
①　問題発見・解決の過程の育ちにつながる，

具体的かつ創造的な思考を解明に眼が向くよ
うなエピソードをもとに，ロールプレイング
を行い，そこから抽出した問題提起について，
解釈を発言し聞き合う活動を取り入れる

②　解釈を発言し聞き合った後，学生が見落と
していること，つまり環境とかかわる子ども
の学びを，拾い出して話題として据える

③　それに関連して，実習を終えた学生から実
践現場で見かけた同様の場面での子どもの動
きや気付き等の情報を披露させることに重点
を置く

④　実習を通して見かけた様子を， 学生自らが
「観察結果とその考察を学生自らが気づき発
言する」ことを身に付けさせることにより，
具体的な資料に基づいて子どもの学びを探
り，子どもの学びを解明することに力を注ぐ，
授業内での基礎的な学びの実現を図る

⑤　④のような，現場の保育士・幼稚園教諭が
行っている，実践現場の様子に即して実践現
場の様子を解明する作業に近づくことによ
り，問題発見・解決の過程の育ちにつながる，
具体的かつ創造的な思考を解明し，問題発見・
解決の力が育つことを願って，具体的かつ創
造的な思考を育てることへの実践的示唆を導
出することができるようにする．

	 　また，多様な視点から見つめる子どもの様
子や既有の知識を友だちに披露する子どもの
様子を解明し，経験をつませたい内容や理由
や根拠をもって話すことができる力が育つこ
とを願って，具体的かつ多様な面から言葉か
けを工夫することへの実践的示唆を導出する
ことができるようになる

つまり，授業において，「観察結果とその考察
を学生自らが気づき発言する」活動が生まれるこ
とにより，現場の保育士・幼稚園教諭が行ってい
るような，実践現場の様子に即して実践現場の様
子を解明する作業に近づくことが可能となる．そ
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して，そこから，子どもの育ちを願って実践的示
唆を導出することが可能となることが分かった．

また，そのような授業内での基礎的な学びを実
現し，授業内での活用的な学びに至ることにより，
保育者が環境を設定する意味と工夫，保育者の関
わりの意義と役割，保育観や指導観や方法観．保
育のあり方と技術の高め方，自身の保育者として
の力量形成を図る道筋等を考える機会となること
が分かった．

しかし，本研究では，子どもの問題発見・解決
につながる要素を含むロールプレイング以外にど
のような要素を含むロールプレイングが行われた
のか，どのような子どもの様子が問題提起された
のか等について触れることができなかった．そし
て，どのような解釈の聞き合いがあったのか，検
討することができなかった．

また，教師は，学生の基礎的な学びが実現し，
授業内での活用的な学びに至るために，どのよう
な準備をしたり，どのような授業中の関わりを
行ったりしたのか等を加えて，総合的に検討する
ことができなかった．

そこで，本研究を基礎的研究として，今後，上
記の点についての検討・省察を行うことが残され
た課題である．

1）無藤隆・塩塚京子「乳幼児保育・幼児教育の研究
の動向と実践の課題」『子ども社会研究』日本子ど
も社会学会，第 11 巻，2005 年，p130

2）菊池恵「保育内容『環境』の授業実践記録を通し
ての一考察」『聖園学園短期大学研究紀要』第 37 巻，
2007 年，pp74-76

3）奥村典子・塩塚亜希子「保育者養成課程における
領域『環境』の教授法の検討」『関東学園研究紀要』
第 20 号，2012 年，pp47-54

4）早川礎子「保育士養成校における保育内容（環境）
の授業研究」『日本教育学会大会研究発表要綱』74
巻，2015 年，pp350-351

5）小倉隆一郎「保育内容『表現』および『言語』に
おけるオペレッタの実践―子どもに分かりやすい
表現をめざしてー」『文教大学教育学部紀要』50 集，

2016 年，pp21-28
6）木下竹次『学習原論』目黒書店，1923 年，pp1-15
木下竹次『学習原論』明治図書，（「世界教育学選集」）
1972 年，pp13-21


